


【研究目的】 

小児期に高脂血症のマススクリーニングが行なわれるようになり,家族性高脂血症の小児

だけでなく,食事因子による血清脂質の異常者もみつかるようになった。生活環境も変化し

食生活も動物性蛋白や動物性脂肪の摂取量が増加してきている。 

小学生の同一集団の血清脂質を 4 年間連続して測定しているが今回,初年度行なった食事

アンケートの回答をもとに,血清脂質の 4年間の変化について検討した。 


